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外装タイル張り仕上げは、建築物に美装性を付与し、躯体保護効果が期待されるため、広く
用いられている。しかし、剥離・剥落を生じて第三者に危害をおよぼすおそれがあることから、
タイル張り仕上げの剥離発生のメカニズムの解明や、既存建築物のタイル張り仕上げの剥離危険
性の評価方法、さらには剥離を生じないタイル張り工法の開発が求められている。 
建築物の外装タイル張り仕上げの健全性評価は、一般に、打音診断法や赤外線カメラを用い
た調査および面外方向への引張強度試験などによって行われている。しかし、剥離の有無の調査
や接着強度試験によって健全と判定された部位でも、その後の時間の経過とともに新たに剥離を
生じる場合がある。すなわち、現在行われている調査・試験方法では、剥離を生じていないタイ
ル張り仕上げの剥離危険性を評価したり、その後の経年による剥離発生を予測することは難しい。 
本研究は、タイル張り仕上げの剥離発生メカニズムの解明と、既存建物のタイル剥離危険性
についての評価方法を確立することを目的としたものである。ここでは、タイル張り仕上げの剥
離がタイルと下地コンクリートの間のひずみ差によって生じるとの考え方に基づき、タイル張り
仕上げの長期挙動を把握するとともに、既往の評価試験方法について検討した。さらに、タイル
仕上げの剥離危険性について、タイルの接着界面がどの程度のひずみ差まで耐えられるかを把握
するとともに、評価対象とするタイル仕上げに生じるひずみ差の大きさを把握して、両者を比較
することによって剥離の危険性を評価する方法を提案した。 
本論文は、全８章で構成されており、各章の概要は以下に示すとおりである。 
第１章「序論」では、本研究の背景と目的を述べた。 
第２章「タイル張り仕上げの接着性能に関する既往の研究」では、文献調査から、従来多く
用いられてきた熱冷繰返し試験やひずみ追従性試験の妥当性を検証し、熱冷繰返し試験では試験
で与えられる熱や水分による負荷要因と接着性能の低下の関係についての考察が十分ではないこ
とが分かった。そこで、熱冷繰返しによる試験体のひずみ計測と接着強度試験を行い、接着性能
を低下させるメカニズムを検討した結果、熱冷繰返し試験では、試験体に与えられる温度の繰返
しよりも下地コンクリートの吸水膨張による影響が大きいことが分かった。一方、既往のひずみ
追従性試験は、繰り返し載荷を行った研究もあるが、ほとんどが短期間の試験であり、いずれの
試験でも与えられるひずみの進行は実際の建築物に比べて著しく速いため、下地コンクリートの
乾燥収縮やクリープによって長期的に漸増するひずみがタイル張り仕上げの挙動に及ぼす影響を
正しく評価していないおそれがあることが分かった。 
第３章「環境変動によるタイルと下地コンクリートの挙動の検討」では、屋外暴露した実大
の壁試験体にタイル張り仕上げを施し、日射や外気温の変動による試験体の温度とひずみを長期
間計測し、タイルと下地コンクリートの間の挙動を把握した。 
第４章「タイル張り仕上げの接着耐久性の試験・評価方法の検討」では、ひずみ追従性試験
よりも接着耐久性を精度よく評価するため、下地コンクリートのひずみが徐々に進行するクリー
プ追従性試験を提案し、タイルの挙動をひずみ追従性試験と比較検討した。また、従来は評価さ
れていなかった、下地コンクリートのひずみの増大に伴うタイルの下地追従性が低下した後のタ
イルの接着性能について、ひずみの計測値を用いた新たな評価方法を提案した。 
第５章「既存タイル張り仕上げにおけるひずみ状態調査方法の検討」では、既存建物のタイ
ル仕上げに生じるひずみの把握について、従来の方法ではタイル施工時から計測を行う必要があ
るために実用的ではなかったため、下地に対して接着状態にあるタイルに生じているひずみを、
タイル施工後の任意の材齢で計測するタイルひずみ開放試験を提案し、試験方法の妥当性を検証
した。 
第６章「タイル張り仕上げに生じる最大ひずみの予測方法の検討」では、第５章の計測方法
によって得られたタイルひずみを下地のひずみに変換するとともに、第３章の長期計測結果を元
に、日射や季節による温度ひずみと乾燥収縮やクリープ等の影響による補正を加え、タイル下地
に生じる最大ひずみを推定する方法を提案した。 
第７章「タイル張り仕上げの剥離危険性評価方法の検討」では、以上の結果を基に、既存建
物に施工されたタイル張仕上げの剥離危険性の予測に当たって、タイルひずみ開放試験に環境条
件による補正項を加え、クリープ追従性試験の結果と比較して評価する方法を提案した。また、
実建築物のタイル張り仕上げに対して提案方法を適用して、タイル張り仕上げの剝離の発生状況
と比較し、この方法の妥当性を検証した。 
第8章「結論」では、研究全体を総括した。 
